職種：営業統括　　職務：営業統括
【概要】

信用金庫全体及び個別営業店の営業計画を策定し、これに沿って営業店の行う営業活動を支援・統括する仕事。

【仕事の内容】

営業統括の仕事は、預金・融資等に関する計数計画を策定し、これをエリア別及び営業店別に展開して実行管理を行う仕事であり、「営業推進」などと呼ばれる場合もある。具体的な仕事内容として、営業計画の策定、金融商品開発・改良、営業店管理、営業店支援などが含まれるが、信用金庫によっては店舗計画（新規出店計画、統廃合計画、営業区域の策定・変更等）なども営業統括の仕事に含める場合もある。

営業統括は第一線の営業店と二人三脚で信用金庫の営業活動を推進する仕事であり、信用金庫の要（かなめ）となる重要な職務である。営業統括の担当者には、リーダーシップを発揮して本部方針を各営業店に浸透させるとともに、営業店からの日々の要請に応え、現場の問題解決を支援していく役割が求められる。営業統括部門内に資産形成、保険、年金、相続、地域振興などテーマ別に専門チームを編成し、営業店と一緒になってお客様の課題解決をサポートしていく体制を整えている信用金庫も少なくない。
【求められる経験・能力】

（1） 「本部か営業店か」という違いはあるものの、営業マインドをもって常にお客様志向で仕事に取り組む姿勢が求められる。
（2） 計数管理の知識が必要になるほか、営業店の仕事を統括する仕事であるため、預金・融資など営業店の主要業務について必要かつ十分な知識をもっていることが求められる。このため、営業店で一定年数以上の勤務経験を積んだのちに、営業統括部門に配属されるケースが多い。

（3） 営業店との緊密な連携が求められる仕事であり、支店長を含めた営業店幹部と常に情報交換できるような関係を構築しておくことが重要である。また、地域の経済団体や自治体の関係者との間に信頼関係を構築しておくことも、営業統括の仕事を成功裏に遂行するために重要である。このため、コミュニケーション能力は営業統括担当者にとって必須のスキルといえる。

（4） さらに、短期的・長期的な課題を論理的に分析し、相手に対して筋道立てて説得力のある説明ができることも重要な要件である。

【関連する資格・検定等】

· 中小企業診断士〔中小企業支援法〕
· 全信協実務試験（基礎、上級）〔一般社団法人全国信用金庫協会〕

· 銀行業務検定試験（法務、財務、税務、年金、信託・証券、融資・渉外、外為、金融経済、FA・預かり資産等）〔銀行業務検定協会〕　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　２５３　企画・調査事務員

０３１　会社の管理職員
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